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Z335a 銀河系中心の高速度分子雲CO 0.02−0.02領域のX線天体の調査
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銀河系中心領域には、これまでの電波観測から、複雑な空間分布と運動機構を示す分子雲が存在し、さらにそ
の中でも大きな速度幅 ( > 100 km s−1)とコンパクトなサイズ (∼ 3× 4 pc2)の分子雲CO 0.02−0.02の存在が知
られている。この分子雲は先行研究によって 1051 erg程度の運動エネルギーを持つことが知られ、年齢も 3 − 5
万年の上限が与えられている。CO 0.02−0.02はこのような短期間に銀河中心領域において加熱、圧縮された珍
しい天体であり、その形成過程は未だによくわかっていない。X線天文衛星 NuSTARによる硬 X線観測によっ
て上述の分子雲領域中に、硬 X線放射が卓越していると思われる天体 (NGP59及び NGP67)の存在が示唆され
ている。そこで、本研究では上記の硬 X線放射が卓越している天体について、軟 X線帯域で高い空間分解能を
誇る X線天文衛星 Chandraの観測データを複数足し合わせて、光子の統計を上げて解析を行った。その結果、
NGP67では対応するX線源は見つからなかった。一方、NGP59は、高階電離したHe状鉄からの 6.7 keVの輝
線は強度の上限 ( < 2.3 × 10−7 count cm−2 s−1)しか得られなかったが、H状鉄からの 6.9 keVの輝線の存在
(3.4+1.7

−1.4 × 10−7 count cm−2 s−1)が確認でき、吸収の柱密度として 50+19
−16 × 1023 cm−2という大きい値を得た。

本講演ではこれらの解析について詳しく報告する。


